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運動の楽しさを味わう学習指導の在り方

平成20年３月に新学習指導要領が告示され，

体育科，保健体育科においては，「運動に興

味をもち活発に運動をする子とそうでない子

との二極化傾向」，「生活習慣の乱れやスト

レス及び不安感が高まっている現状」，「子

どもの体力低下」，「生涯にわたって運動に

親しむ資質や能力の育成が不十分」などの課

題を踏まえ，引き続き「生涯にわたって健康

を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現

すること」を重視している。この観点から，

体育科，保健体育科の目標として「運動に親

しむ資質や能力の育成」，「健康の保持増進

のための実践力の育成」，「体力の向上」が

示されている。

そこで本稿では，運動に親しむ資質や能力

を育成する基礎を培うために，運動の楽しさ

を味わう学習指導の在り方について，第４学

年器械運動(跳び箱運動)を例に述べる。

１ 「運動の楽しさを味わう」体育科の学習

指導の基本的考え方

体育科の学習を進めるに当たっては，運

動の特性の構造（図１）を理解することが

重要である。運動の特性は，一般的には「機

能的特性」，「効果的特性」，「構造的特

性」の３つでとらえられている。運動に親

しむ資質や能力の基礎を培う体育科の学習に

おいては，「構造的特性」や「効果的特性」を

踏まえつつ，運動を行う者の欲求を充足する

機能，いわゆる，児童生徒が運動を通して運

動のもつ魅力や楽しさである「機能的特性」

を味わわせることを重視して学習指導を進め

ることが大切であると考える。

運動の特性

効果的特性 機能的特性 構造的特性

運動が心身 運動の欲求 運動の形式
の発達に与え や必要を充足 や技術の仕組
る効果 する機能 み

体力の向上 運動の楽しさ 技 能 の 習 得

（児童生徒から見た運動の楽しさを重視した学習指導）

〔機能的特性(運動の楽しさ)から見た運動の分類〕
分類 競争 記録 難易度 ゲー 他の者にな 身体

して勝 に挑戦 の高い動 ム勝敗 りきって踊る が良く

敗を競 し達成 きに挑戦 を競い 楽しさ，感情 なる楽

い合う できた し，克服 合う楽 や考えを身体 しさ

楽しさ 楽しさ した楽し しさ の動きで表現

校種 さ する楽しさ

走・跳 走・跳 走・跳の ゲーム 表現運動 走・跳

の運動 の運動 運動 ボール の運動

陸上運動 陸上運動 陸上運動 運動 体つく

浮く・泳 浮く・泳 器械運動 り運動

ぐ運動 ぐ運動 浮く・泳ぐ

水泳 水泳 運動

水泳

陸上競技 陸上競技 器械運動 球技 ダンス 体つく

水泳 水泳 水泳 武道 り運動

武道 陸上競技

図１ 運動の特性の構造図

中

学

校

高

等

学

校

小

学

校



- 2 -

教師が「機能的特性」を理解することで，

児童生徒にその運動をどのように受け止め

させ，どこに楽しさを感じるかなど，運動

との関係を気付かせることができる。そし

て，この気付きをもとに教師は，各種の運

動の技能を高めて課題に挑戦したり，勝敗

を競い合ったりすることから得られる運動

の楽しさを体感させる授業の計画・実践を

行うことができる。

このような授業を展開するためには，適

切な運動量を確保しながら，分かりやすい

「めあて」を持たせ，意欲的に取り組むこ

とができる｢場」や，楽しく活動できる「ル

ール」などを設定する必要がある。

また，個人の運動能力に応じた学習のめ

あてや内容の具現化を図る工夫も重要であ

る。

２ 運動の楽しさを味わう児童生徒の姿

体育科の学習を通して，運動の楽しさを

味わう児童生徒の姿としては，次のような

姿が考えられる。

① 今までの学習内容や生活経験を生か

しながらコツを発見する児童生徒

② 技等に挑戦しながら，課題を解決し

ていく児童生徒

③ できるようになった技や動きを工夫

し，新たな取組みで運動の楽しさなど

を発見する児童生徒

④ ルールや作戦等を工夫する児童生徒

このような児童生徒の姿をもとに「機能

的特性」を加味して，小学校における跳び

箱運動において，運動の楽しさを味わう姿

として次のようなことが考えられる。

① 今までの学習を生かし，強い踏み切
りや手のはねなど，技能的なコツを発
見する児童

② 技等に挑戦しながら，意欲的に自分
の課題を解決していく児童

③ できるようになった技や跳び方を工
夫し，さらに楽しさを発見する児童

④ 学習を安全かつ楽しくできるような
ルールを考え，行動できる児童

ここで，跳び箱運動（開脚跳び）の単元

における運動の楽しさを味わう児童の姿の

例を説明する（図２）。

運動との出会い（開脚跳び）

① チャレンジⅠ

感覚づくりをする 教具を活用する 補助してもらう 自分に合った場を選ぶ

コ ツ を 発 見 す る

② 学 び

運動の楽しさを味わう子ども

③ チャレンジⅡ

向きや高さを変える 踏切板を離す 美しい姿勢で跳ぶ 遠くに着地する

学 び

運動の楽しさをさらに味わう子ども

図２ 運動の楽しさを味わう子どもの姿の例

そのためにどうし
たらよいだろう

開脚跳びができる
ようになりたいな

跳び箱はあまり得意
じゃないな。どうし
よう

友達の動きを見て，
まねしてみよう

手の着く場所が前
の方がいいぞ

手を後ろに強くはね
たら跳べたぞ

強く踏み切ったら
体が軽く感じたぞ

できたらもっと楽し
くなってきたぞ

着地までしっかり
とできたぞ

跳び箱っておもしろ
いな。好きになって
きたぞ縦６段と横５段が

跳べたぞ
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３ 運動の楽しさを味わう学習指導の工夫

運動の楽しさを味わう学習指導を実践す

るためには，学習内容に応じて指導過程や

個に応じた指導，運動する場や教具，掲示

資料を工夫することが大切である。

(1) 指導過程の工夫

指導過程においては共通のめあてや個

人のめあての設定(つかむ)，課題解決に向

けた学習 (挑戦する)，学習成果の発表(た

しかめる)など，児童生徒の実態や学習活

動に応じた指導過程の工夫(図３)を行うこ

とも重要である。

（以下の実践例については，鹿児島市立山

下小学校の実践例を基に作成）

図３ 指導過程の工夫を図った指導案例

１ 単 元 大きく跳ぼう開脚跳び（６／９）
２ 目 標

○ 「大きな開脚跳びができるようになりたい」などの思いをもって，友達と教え合い励まし合いながら進んで挑戦で
きる。【関心・意欲・態度】

○ 自分が挑戦したい場を選ぶことができる。【思考・判断】
○ 大きな開脚跳びができる。【運動の技能】

過程 主 な 学 習 活 動 指 導 の 工 夫

◎ めあて及び学習の約束の確認
つ 本時のめあてや約束について確認し合う。 共通や個人のめあての確認を行うとともに，学習の

進め方や安全面を含めた学習の約束を確認する。
か 自分の挑戦したい場で大きな開脚跳びをしよう。

む

(９) 準備運動，主運動の類似運動をする。 ◎ 学習への心と体の準備
けがの防止のため，体ほぐしの運動と開脚跳びで使

う部位の準備運動を行い，その後，開脚跳びの動きや
感覚づくりにつながる類似の運動を行う。

大きな開脚跳びのコツを生かして跳ぶ。 ◎ コツの発見（課題解決）
【チャレンジⅠ】 発見したコツを生かして，課題の解決に向けて挑戦

させる。
※ コツの発見の時間を十分に確保する。

挑

戦 チャレンジⅠを生かして大きな開脚跳びのコツ ◎ コツの共有化
について話し合う。 発見したコツを出し合い，みんなのコツとしてまと

す める。

る
向きや高さなど楽しみ方を工夫して，大きな開 ◎ 楽しみ方の工夫・発見

(28) 脚跳びに挑戦する。 【チャレンジⅡ】 高まった動きの楽しみ方を工夫し，さらに動きを高
める。
・ 楽しみ方に応じた場の設定を行い，楽しみ方を工
夫しながら，思い切り活動させる。

・ 友達の動きを見たりしながら，楽しみ方や自分の
動きに役立てる。

整理運動をする。 ◎ 心と体のクーリングダウン

た
し ◎ 学習の振り返り
か 本時の学習を振り返り，学習カードに記入する。 発見したコツや高まった動きや技能の伸びを確認す
め る。
る

本時の学習を振り返り，次時の学習に見通しや
(8) 意欲を持つ。 ◎ 次時への意欲化

(2) 個に応じた指導の工夫

児童生徒が自分の課題を解決していく

ことができるように，個人のめあてや技能

の程度，指導の手立てなどをまとめた実態
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把握表を活用するなどして，教師が本時

までの実態を把握することが重要である。

さらに，教師がその課題を類型化し，

各自の課題の解決を図る場づくりに努め，

一人一人の課題に即した，個に応じた指

導の充実を図ることも重要である。

(3) 運動する場や教具の工夫

実態把握表を基に，児童生徒の課題を

類型化し，(図４)のように課題に応じた

多様な場の設定や教具を工夫することが

大切である。

○ 自分に合った向きに挑戦できる場の工夫

縦でも横でも跳ぶこと

ができるように踏み切り

板とマットを両方におき，

挑戦できる場の工夫を図る。

○ 大きな跳躍を意識させることができる場や教具の工夫

大きな跳躍を意識させ

せるために，着地するマッ

トに跳び箱からの距離に

に応じてラインテープを

貼付し，どの位置に着地

したか意識させる。

図４ 跳び箱運動の場や教具の工夫例

(4) 掲示資料の工夫

児童生徒が運動の楽しさを味わって学習

するためには，自分の取組に見通しをもった

り，自分の課題やコツ(技能のポイント)

を発見，確認したり，「運動をしたい」，「で

きるようになりたい」という意欲を喚起する

構造的で技の動きなどがわかりやすい(図５)

のように掲示資料を工夫する必要がある。

図５ 跳び箱運動の掲示資料の工夫例

児童生徒に運動の楽しさを味わわせること

を意識した体育科の学習を行うことによって，

児童生徒が自分なりのめあてを持ち，その解

決に向けて，コツを発見しようと考えたり，

練習方法を選択したりしながら，精一杯運動

に取り組むようになる。また，課題解決のた

めに，友達と協力して主体的に学習に取り組

み，運動の技能をはじめ関心・意欲・態度，

思考・判断力の向上が期待できる。

各学校において，体育科学習指導の充実を

図り，運動の楽しさを味わい，生涯にわたっ

て運動に親しむ資質や能力を持った児童生徒

の育成に取り組んでいただきたい。
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